◆町県民税の公的年金からの特別徴収制度について
●公的年金（老齢基礎年金等）からの特別徴収（年金天引き）制度の導入
公的年金等を受給されている人で、現在、納付書・口座振替・給与からの特別徴収で納付している町県民税の公的年金等に係る部分が、公的年金等から特別徴収（年金天引き）されます。
●対象者
町県民税の納税義務者のうち、前年中に公的年金等の支払いを受けており、年度初日（今年の４月１日）において公的年金等の支払いを受けている６５歳以上の人で、年金の年額が１８万円以上ある人。

※ただし、次の場合は特別徴収の対象となりません。

・公的年金等給付の年額が１８万円未満である場合
・当該年度の特別徴収税額が公的年金等給付の年額を超える場合

●徴収する税額

公的年金等の所得に係る町県民税の所得割額および均等割額
※公的年金等の所得と公的年金等以外の所得（給与所得等）がある人は、公的年金等以外の所得に係る町県民税は、普通徴収（納付書・口座振替）等により別途徴収されます。
※特別徴収される公的年金の種類及び徴収する税額等は、６月に送付する納税通知書によってお知らせします。
●対象となる年金

老齢基礎年金（国民年金）・老齢厚生年金・退職共済年金など（※遺族年金・障害年金は対象となりません。）
●特別徴収の徴収方法（公的年金等の所得に係る町県民税額分）
①特別徴収を開始する年度の徴収方法
	徴収方法
	普通徴収（納付書・口座振替）
	特別徴収（年金天引き）

	期別
	上半期
	下半期

	年金支給月
	６月
	８月
	１０月
	１２月
	２月

	徴収税額
	年税額の４分の１
	年税額の４分の１
	年税額の６分の１
	年税額の６分の１
	年税額の６分の１


※上半期（６月・８月）は、年税額の４分の１ずつを普通徴収（納付書・口座振替）により納付し、下半期（１０月・１２月・２月）は、年税額から普通徴収した額を差し引いた額の年税額の６分の１ずつを、公的年金等の支給月ごとに年金支払額から特別徴収します。
②特別徴収を開始して２年目以降の徴収方法

	徴収方法
	特別徴収（年金天引き）

	期別
	上半期（仮徴収）
	下半期（本徴収）

	年金支給月
	４月
	６月
	８月
	１０月
	１２月
	２月

	徴収税額
	前年の下半期分の額の３分の１
	前年の下半期分の額の３分の１
	前年の下半期分の額の３分の１
	年税額から仮徴収した額を控除した額の３分の１
	年税額から仮徴収した額を控除した額の３分の１
	年税額から仮徴収した額を控除した額の３分の１


※上半期（４月・６月・８月）は、前年の下半期分の特別徴収税額の３分の１ずつを仮徴収し、下半期（１０月・１２月・２月）は、その年の年税額から仮徴収した額を差し引いた額の３分の１ずつを、公的年金等の支給月ごとに年金支払額から本徴収します。

●公的年金からの特別徴収（天引き）の具体例
◎特別徴収開始前の支払い方（町県民税が６万円の場合）
	徴収方法
	普通徴収（納付書・口座振替）

	徴収月
	1期：今年６月末
	2期：今年８月末
	3期：今年１０月末
	4期：来年１月末

	徴収税額
	年税額の４分の１
	年税額の４分の１
	年税額の４分の１
	年税額の４分の１

	
	６０，０００円÷４＝

１５，０００円
	６０，０００円÷４＝

１５，０００円
	６０，０００円÷４＝

１５，０００円
	６０，０００円÷４＝

１５，０００円


◎特別徴収が開始する年の支払い方（町県民税が６万円の場合）
	徴収方法
	普通徴収（納付書・口座振替）
	特別徴収（年金天引き）

	徴収月
	1期：今年６月末
	2期：今年８月末
	今年１０月の年金
	今年１２月の年金
	来年２月の年金

	徴収税額
	年税額の４分の１
	年税額の４分の１
	年税額の６分の１
	年税額の６分の１
	年税額の６分の１

	
	６０，０００円÷４＝

１５，０００円
	６０，０００円÷４＝

１５，０００円
	６０，０００円÷６＝

１０，０００円
	６０，０００円÷６＝

１０，０００円
	６０，０００円÷６＝

１０，０００円


◎今年、特別徴収が開始し、来年以降の支払い方（町県民税が６万３千円の場合）
	徴収方法
	特別徴収（年金天引き）

	
	上半期（仮徴収）
	下半期（本徴収）

	徴収月
	来年４月の年金
	来年６月の年金
	来年８月の年金
	来年１０月の年金
	来年１２月の年金
	再来年２月の年金

	徴収税額
	前年の下半期分の額の３分の１
	前年の下半期分の額の３分の１
	前年の下半期分の額の３分の１
	年税額から仮徴収した額を控除
した額の３分の１
	年税額から仮徴収した額を控除
した額の３分の１
	年税額から仮徴収した額を控除
した額の３分の１

	
	３０，０００円÷３＝

１０，０００円
	３０，０００円÷３＝

１０，０００円
	３０，０００円÷３＝

１０，０００円
	(６３，０００円－

３０，０００円)÷３=
１１，０００円
	(６３，０００円－

３０，０００円)÷３=
１１，０００円
	(６３，０００円－

３０，０００円)÷３=
１１，０００円


